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漁業就業者の充実したライフサイクルの確立にむけて
漁村就業構造の変容過程と新規着業条件の地域的要因の解明

　現在、特に若い年齢での漁業の担い手は減少しており、確保が難しい状況です。そこで、山口県の中でも多
くの弱壮年漁業者を有している萩市大島地区の事例をもとに、どのように漁業者の新たな参入が生まれるのか、
その要因について、地元の中型まき網漁業との雇用関係や、漁獲物の出荷先であるはぎ地方卸売市場の統合再
編問題などの状況と関連付けながら分析しています。

研究の成果と水産業等への貢献の期待

研究の目的

　分析の結果、漁業の新規参入が生まれ、定着し、漁村が活性化するためには、一時的な資金的援助や技術習
得の支援をするだけでなく、「漁業者の年齢の推移によって変動する家計の需要に応える経済的利益を得られ
るか」、「それに足る魚価を維持できるか」といったトータルな地域漁業のビジョンを描くことが重要であるこ
とがわかりました。この成果をいかして、年代別に異なる漁業種類に転換していく方法で漁業者の人生設計を
描けるプランの構築を提案しています。

図１）萩市大島地区の漁村風景 図2）山口はぎ地方卸売市場における荷捌き風景
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　池底等に堆積した汚泥層を確実に掘削でき、掘削により浮上した汚泥を池中に拡散さ
せることなく効率的に吸引除去すると共に、ろ過池等の底部の広い面積に亘って堆積し
た汚泥層を連続的に効率良く処理することのできる汚泥除去装置を提供する。

　曳網時における底曳網の網口付近での魚の遊泳層やその能力の違いを利用して、投棄
対象の魚を入網した漁獲物から分離して網外へ逃がす技術。

　アンジオテンシン変換酵素阻害作用を有する新規なヘクサペプチド及びそのヘクサペ
プチドを有効成分として含有し、毒性がきわめて低く、安全性がきわめて高い、新規な
アンジオテンシン変換酵素阻害剤を提供することを課題とする。

　トロール操業時に発見魚群と自船のトロール漁具との相対位置を自船を中心として一
つのモニタ上に表示しながら曳航を行うとともに漁船を目的位置まで種々の情報を用い
て確実に自動航行させることによって、適正かつ効率的な操業を行うことのできるオー
トトロールシステムを提供する。

　河川の生き物には、一生の間に海と川を往来する通し回遊種がたくさんいます。その中には、アユ、ウナギ、
モクズガニという水産重要種も含まれます。河川には堰堤などの河川構造物がたくさんありますが、それらが
段差となり生物の往来の妨げになっています。このため、簡単な工夫と安い費用でこれらの段差を解消し、河
川のバリアフリー化を目指す『水辺の小わざ』という理念に基づいて、水産大学校と山口県で河川生態系を取
りもどすための研究を行っています。

研究の成果と水産業等への貢献の期待

研究の目的

　水産大学校と山口県の共同研究を基に提案している『水辺の小わざ』魚道（粗石付き斜路式魚道）は、従来
型の魚道を設置する場合に比べて費用が１／５程度で施工できます。構造も簡単なので、生物の往来が妨げら
れている現場の状況に応じて改良を加えることができ、柔軟な対応が可能となっています。実際にこの魚道を
設置した山口県内の河川ではアユやモクズガニの遡上も確認でき、漁業者からの評判も上々で、他県からの問
合せも多数来ています。天然の生物資源の確保が、内水面漁業の振興の重要なポイントであるため、段差を解
消し河川生態系をつないでいくことは、益々重要となってくると考えています。

1）共同研究の成果をまとめた
　『水辺の小わざ』
　（山口県刊行物）

2）漁業者・山口県・水産大学校
　 の産官学が協働してつくった
　 椹野川『水辺の小わざ』魚道
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水産大学校では、研究活動による研究成果を積極的に知的財産とするべく｢知的財産ポリシー｣を定めています。知的財産を広く社会に普及・
還元させることを目的としています。
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